
節一項 保 国 会

はじめに

安ま劫 における学会の役割の-一つのgreIとして､本切では敬治的性格の戦い学会である任国金め

JA台を考案して行きたい｡

保換金の役立については､柄朝が8満城17Iに破れたため､ドイツの位州帯占領以後､百欧列強のtP

国分割が削 ヒしたという背Btとあいまって､士大夫息の分軌 こ対する危捜濫読が増大し､外国の分割

支配から中国を守ろうとする恵回があった｡

このようfl背鼻と意向から役立された保国会は､当滋､未払柵 に潔い影■を与えて行くことにな

るのであり､保国会の究明は､学会劫 の性格のみ11らF､変法運動の性格をも明らかにすることに

なると考えられる｡①

そこで､以下倖国会について考宥して行く｡考斉の軒拝としては､ます､保国会の改iLiB程､故丘

年代､設立Jil所などを考え､ついでその故施､事加苛の棚 耕蚊を明らかにし､七枚に書物に上る保

国会の鍵止と保国会の変法運動､学会運動に対する恵美を究明して行きたい｡

1､保国会の成立

保国会の役芯については､知新軸の保国会郵税の前文に､

L894年並肘がおかき九､回が危1かこ耕し､時局を知っている俊軌 i､うれいなやみ､京師に戟

学会を創立したが､そしられてやめた｡しかし執学会中の士夫は舟って研究を舘ねて､近ごろ且

に迫 って任国の方法を求めて､岡び京恥 こ床国会を立てた｡この件国会は､瀞 のまことであり､

天下の人々が参加すべきものであるとい,ている｡⑦

ともり､この史料に上れば､替学会の丑向①は尉司会に8拝 され､保国 会 こそは国を*し組を保つ

a)方法であることが知られるのである｡

さらに藻くその成立過程について見て行くならば､繋魯迅は ｢Ze保国会中｣の中で､

北京の士大夫息がすこぶる相拡和しており､特は金SEの時頼に近くて､公雄は激 しているの

で､中史挙盛JIが蛾有為と謀って､各省の公神をJRめて一大金を開こうとしたところ､Bl有あは

これを然りとし､これが保国会の銭の初めの慮りである｡･･-･･金に到る者は200余人おり､･･････

この日公けに伴国会帝樫3峰 を瀕した｡･-･･①

とある｡

また､｢督促国会Bl名巴後｣には､

戊戊の称､壮有為が保国会を北京に粥こうとして､まf同恥 こ知ってもらうために､■牧丘に

やって来て､立会の主旨をを明し､放って採Egの取を謀った｡当日放る者は､上は京官からはし

めて公単で全3に応じようとする者までに及び､来会者はおよそZI古人であり､'&らが､自らの
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和音を旺外祝して固辞をただすことを彼らの雅 として考えて行動したのであり､このような盛

革は､耶 125独 和 ､刺 … r-Cあった｡⑤

とあらましを述べられている｡

以上が､帝圧された強学会の遭図を鮭承すると考えられる､保国会の役立のあらましであるが､そ

の日的について､上り考寮を疎めるならば､伴国会茸堤の耶｢ 灸から那IO灸までにあらまし次のよう

に書かれている｡

す/Lわち､妨l灸では､見地が日に割かれ､邑梅が日に削られ､鼠民が日に貼るので､これらを救

うためにこの金を開いたのであり､Eg蒙の保全をこいねがうので､仔国会と名付けたのであるといっ

ている｡第2条では､光紡21年5月26E3の上姶を等亜し､臥薪嘗胆の掛 ､で､団地､韓民､国教の保

全をはかれというのである｡苅3灸では保国会の役宅は牡立国の政権とその土地の保全引 まかるたyl

でも･9たというのである｡苅4集では､中国各民族の自立を保.)たのであるといっている｡第5灸で

は､#教が失われないためであるとい19ている｡苅6灸では､内を治め変法の宜しきをyfするためで

あるといっている｡訂7灸では､外交を計するためであるというのである｡苅8灸では､朝上が提i†

学を学び､有司の治を助けるためだといっている｡第9集では､会Elが､坪国､保種､保教を求め､

これを竣:よするのが､この会の目的であるといっている｡最後に苅10条では会に姓う者は､お互いに

励まし合って回船を覚え先例すべきでありこの宗旨を失fLってはLLらないというのである｡⑥

以上要するに､いかにでもして､中国分割の国恥をはねかえそうとする扮実な怒図がうかがえるの

である｡

また男尊助 士戊凍政変記の中で､

この金を鵬く丑は､天下人がみな国恥に菟tZIL､公称訪士によってこれを席助し､点って､そ

の帝人を弘助して､日本の較薪の志士が為した効果をもたらせた｡だから一挙に18行省の人心を

乱 艶鑑させたのである｡⑦

と述べており､保国会牧との目的は､天下の人々をして国が分別されるという回恥を発竹させるた

めであったことが知られ､これは結局､硝朝18省の人心を外起させることにIlったというのである̀

また前述の｢書保国会遡名je胤 ⑧によっても矧司会の8的が中国の回上を保全するためであった

ことがうかがわれる｡

以上､仔国会改正の東国について考繋したが､それらを宰相すれば､仔国会設立の君国は中良人が

発的して中国を外国の分封から救い､その敏土を保全し､任丑を守り､独立を仔ち､自主古蛍の中日

を捷投するためであったといえJ:う｡

ついで保国会の役立年代､投丑地域について考案して行きたい｡突啓BZの｢妃L;保国会中｣によれは､

唖有ねは京官の有志の苛をiJlめ､手盛中は必りと刑はなかったが､改ついに蛾の3に従い､3

月27El8発会他 こ在って､耶一塊した｡･.････⑨

と見え､肝ffねや筆盛付の捉qJこより設正されたことが知られ､役立年代が､変法の面前の3月27
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Elであり､0枚立切所は､北京の号資金虎であったことがわかる｡同様の堺は､前述の ｢甘保国会濁

名妃鼓｣の史料によっても知られる｡

まず役立年代について考えるが､これは前年の光掩23年の日月にドイツのJF州繕占領があり､この

qIに対する反党がik化し保国会というような民族主我的､政治的な学会が生れ､それが､そのまま変

比丘布へと時代の練れを前進させたと考えられる｡

また北京に役立されたということの甘煮には有島に官蚊が頻れる堀所であり､T虻金S(のため全国

の革人力吸 って来ており､全国の政治的文化的な中心である北京に後述もするように也金を正き､今

回の各省各州各県にその地名を冠して分会を掛ナ､この保国会役立の恵団を全国粗 綿々々にまで机

させようとしたことがうかがわれるのである｡また､ここで注目される邸は､保Eg金の会場として金

蛇が和l用されていることである｡糾えlSJL初の会は北京の8常会JBで附かれており､このglはiB接的

には､保国会の主宰者が､辞有為､取替過､資壬筆のような広緊谷山身であったからであろうが､第

2回Elの金がせ州金蛇で幽かれていることも合bせ考えるならば､このような亀虫は､同JW の襟

首になるものであり､これを収介とする在京の官とその官位の出身地の地方拝辞との結びつきの葎さ

が考えられるのである｡このような金蛇をat点にして学会の運動をしているのは､ この外にも例があ

り､0学会ぜ動が､同船 団を手怒りとして地方にその運動を延めようとしていたことがわかるので

ある｡また換すすれば中央での学会の感動を地方にまで発展させるためには､どうしても､このよう

な以介体が必-Gであったのである｡

以上､保国会の投紀の意図llらぴに役立年代､牧立切所などを明らかにした｡つぎに､保国会の機

能について､考方を加えて行きたい｡

2､保民会の8LAt

仔国会には､倖国会雅 ､会議el､応群之elLLどがあるのでそれらに依拠しなから､揮国会の4熊

を考怒して行きたい｡

ます､任国金の拙tkについて明らか こするならば､任国会費栓の節目灸にIi､

京挿､上海に採邑捨金を設けてから､各省各肝各県に昏分会を扱け､地名をこれに冠する｡◎

とあり､前述もした上うに､北京､上海に促馳 金を砕けて､各省､各肘､各県に､その地名をiE

して分会を設atするというのである｡

保国会捻金の役月については､帝榎の第12条に上れば､鰍 ､依理､常諸員､*nfl､脚 があり､

会且の推力によってその･dtに当,ていたことが知られる｡⑳以上の役伽 埋け役Llであったと思われ

るが､その他にも役良として､奇控28灸には､舶 司鞍､同30射 こは､司gl､教習､塚包会応#ま

例2灸には莞蝦が見えている.

これらの役月の任芯のうち常識n､捷理､jt郡については､車握13灸からⅠ5集までと18灸にあらま

し次のように明示されている｡すなわち､
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相 月は金中の中を公けにaL､捲哩は故月の多数決により､TJr作の処理､突先を決定し､此

恥 i金中の脚 ､入金手枕さ､文甘､会計軸係の一切のgFを管理し､旬月保国会への寄附金を報

にのせる⑳

とある｡ また､この外にも♯樫20灸と26灸から29集までによれば､蛙理､拡援､jB可は､苛M金

の伝井に印暮を押し､来会者の中で不善格者を辞退させ､杜理､雌 は入会者の合否を決め､舵 は

その外にも捷甲に立ち合うことになっており､JgFは､附 司堀の主反古のFIを斗し､控壁に立ち

合うことになっていたことが知られる｡

また待暮暮aJ+については､28灸に上れば､暮書の充Fや文字の印tRでさる者をjFぴ､書玉をJEEi

れ てか なtbでも公正EL､卦 ,事をする者は､CdL金を放し､fgすることが知られる｡⑳

これらの投Flの冶月については､手軽30gkに上れば､如 ､脚 ､JF7P/Lとの改良は､軸 に上り､

保国会壬はL:めたのだから､舛蛤についてIiZZきない｡しかし称兼において､良国会の財政が抄 に

なり､ヰPllの人が必FとILったときにはじめて冶科の事について相談する｡その時､冶fli･井う者に

は､刑 ､℡書､管臥 司れit臥 爺歴､司郎 鳩 けちれている｡⑩

分会の入金省については辛樫16集によれは､各分会が旬月棚 2回､2月と8月に各地方の入会者

の名付をととのえて､捷金に送ることになっているのかわ如 ｡①

また各地方の分会の役月については輩棲17射 こ､

各地方の金城Elは､その他の柵拶により､分弧暮月を約7人疋く｡⑩

と見えており､大体一地方に7人の分理譲fLが旺かれることに1i.,ている.

訂19条から郊23射こは入金手錠さなどが次の如くあらまし見えている｡

すfLわも､入金しようとする掛 土姓名､本軒､住所､■玉を甘くことにILっており､入金希鬼石は

金flの招介により､性理､鵬 に報告され､その入金の合否が決められていたことが知られる｡また､

たとえ入金しても､心持や品行の面で正しくない所があったり､金の件面を汚すようなすがあったJJl

合には､B名されることにILっていた｡また入会者が入会iL､金の.EItと亜且が実なる斗合には､そ

の土足を金中に出すことはゆるされたが､倖民会の名をみだしたり､超乱をひさおこすことは許さ

れなかった.また､入会者は金をjFgするための詩文用の一帯として､JZ2両を寄附する事になって

いた｡⑳

来会者については､♯投の払､27灸に次の柾にあら*し述べられている｡

来会掛i名止､草薮などIi取詔にしないで､ただその志があれば､金に入れ､相互にを行は勤め合

い､i失はいましめ合い､企十があれば助け合って､自ら故えを保って行こうというのである｡また､

品行や心持のヰ正明白tJ者を金に入れるべきであり､-&金が/Lそうとしている革罪は時々､会衆に古

君をたださせて､良いJE兄はせり入れた方がよく､もし別に暮見がも.'たり､いつわりや私をたのみ､

萄異な叫をほしいままに行う石で,会のさまたけにILるようなおそれのあるJA合は､｣経理､雌 ､兼

事が公けに托して､その石を辞退させるべきである｡もしこれをよしとしない者があれば､本金に三拝

-255-



て十分に釈明すれば､寄附の金子Ii抑 こ風して没収するが､会の去軌 こついてはそのBのiE判をよく

醐くというのである｡⑳

また安全面については､すでに､♯提23灸で見たように､入会者はれ2両を寄附することにな って

ぉり､また応牡之朋 4灸によれば､寄附金を取ろうとしていたことが知られる｡⑳また■提2線 には､

-紛 ら酬 金をつのるJ給 の手焼きが明らかにされている｡⑳

保国会の財政､運営面の串については､手軽29灸に上れば､控訴的fl丑任は紐 ､jP にあり､千

教育金以上の場合は､全血が凝ってZtL支出することを捷めるが､もし収入が多くなれば､まかな鵡

店を弟んで頼金をする｡預金が多くなれば利且の事について柑鼓し､正貫を出す8時を決めて､生ず

とJEqFの立合のもとに捷援して行く恥 あ̀ら*L述べられてllる｡⑳

肘 の事については､応R之外の6灸に上れば､附 をJI入しようとしていたこと細 られる｡⑳

Jl'dtに､奥金の且町ならUに､典会の仕方､集金の5W ､金台について明らかにして行きたい｡集

会の脚 については､事提24灸によれば､大金､常会､帥 a)金の3脚 の別があり､それぞれ金Pl

が沢12,ていたことが軌推される｡⑳

なお､釆拓の金の持ち方､進め方､ahなどについては会計!即こ柄しく投定されているが､さしも

た.I)て脚 についてのみkbれて正さたい｡

岬ち甜 例の5灸によれば､識別 ､保胤 促臥 保民､保脚 にしぼっていたことが知られる｡⑳

以上の上うJINt轍を持った保図会は次掛 こどのような活動をしたのだろうか｡今､史料にも11..られ

る傑国会の研肋を考察して､その実虚の一叫をLy]らかにして行きたいと,Qiう｡甜有ねは､苅 1回の保

国会の耕故で火むね次のように育っている｡す/Lわち､

中段は阿片戦争以来英国を中心とする兼や有の外国の圧迫を受け､その状腰はTtだ4故人の中

国人がたおれた筈の下か､水おりのした舟の中か､薪火の上かにいるよう11ものであり､またal

の中のA､ai庇の魚､卒中の匹1人の如くであり､奴斗となり､年月となり､大草と/}っているE

しかし中国は元架は､文化の描けた包であり､外国はそれほどナぐれた国ではなかった｡イギリ

スIi丘光12年に汽碑をつくり中国をせめ､申Egli､並光約年の鞍争 (丁へン附 )､0m 6年の

附 く丁ローや脚 )等にやぶれたので､骨国許等が伽 等を開いた｡私も甲申す変態､E,シ

丁､El本の良屯にかんがみ､変法をZ#うたが､気圧もっかいにされた｡そして､B前脚 がおこ

り､EjBに放れるに及んで天下の志士があらわれ､弊社の必要性を知ってようやくそれを求める

ようにILったが､E]刑戦争後析朝はまだ安江をしてはいない｡外国か戦いのl土､載苛をよくし､

韻段を蛸いて､上下の者の心をiBしているからであり､我が国はそのようなqlをしないから､I

近のように払､美､仏､E､米等の外詞から圧力される叩elが20も点ってくるのである｡この2

月以鰍 国は､中位を分封しようとしている｡中国だけがポーランドやインドfJどのように分封

されたりiiばされたりすることからよく免れ榊る事はないのだ｡申韓のift:を救う方か i只一つ

発憤するgfにだけある｡日本でも布山正室⑳ヵ他 で､変法4)行なわれないのを見てtA死したか
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ら雑新の志士が出て､変法を行い明治W rが行なわれたのである｡

中国もじっとしていたのでは汝亡してしまう｡しかし､もし4位人の人々が莞鎖して.%力を持

てば出来ないことはない｡⑳

以上からうかがわれる印は､中国人が日陰の正かれた状腰を良く白光して､発的して勲カを持ち､

主体的に変法日勤すれば､中国は外国の分割支配をはね返して独立宙我の国となることができるとい

うことである｡

また架啓抱は､閏3月 IElの保南金関金の大患という雌 の中で､大むね次のように云っているO

甲午(1894年)､乙兼 (1895年)のrilでは､士大夫層で､中国が危横であることを信じない者が

多く､どのようにして､同胞にこの危機を知らせるかを考えた｡しかし今年 (1898年)になって､

JF州帝､旅仰､大連､成海'mがあいついで､分割され､このようなことが､この 1月だけでも20

件も見られた｡そこで私が北京に行くと士大夫は､国が皿分される郡を変え､El分連が奴Iaとな

るgTを恐れているが､遇を天にまかせて只じっとして分割されるのを待っという状並であった,

しかし､もし同胞に事皆を発する恥 こよって､同抱が自覚してよく牙を育い､爪を張るならば､

中国にはなお希盟があるだろう｡

中国の軒亡の危枚は､士大夫層が中国の弱さを知りながらも､なお手をこまねいて､すべき群

をしようとしない気持にあるのだ｡

もし､しはられないのに自分から首をうなだれ､耳をたれて亡びるのを待つならば､孟子の云う

Elら韻いを求めるのと同じである｡しかし､我々が我が国の汝亡の危故を知って､滅亡しないた

めに唐が自らの能力を出しきって各自がその最尊を尽すならば､中国は亡びるWはないであろう.

現在の状漣は､口では変法を云うが､各人がそれぞれ丑任をなすり合っているようなものであ

る｡その上､役人は肘物の政争をして妙力を焚やし､自らは何もしないでたらふく食べ､昇雌す

る郷を待ち望んで故月を過している｡

しかし､債が顕をあわせて､それを討論すれば､方針が定まり､唐が知識を求めれば知識がなり

易く､倍が力を合わせ､お互いの圧戦を分与持ては国が治まり易い｡それには学会が必要だろう

が､唐がこのような気持ちでやれば､鬼神も適してくれたであろう｡これが私の丸持ちである｡⑳

とあり､架啓潤は､中国漏化の原因を官般膚の意欲や主体性のILさに見出しており､各自が中国の

状況を自父し､班任を持ってLP国を良くするように労力を横みEiわれは中国は必ず良くなると確信し

ていたgTが知られるのである｡

さて､この様な金は､前述の2回持たれただけでlLく､頗有為の日額年譜には､次の如く見えてい

る｡すなわち､

25日､絹び洛抑 笠に報った｡29Elには再び食州全軌こ兆り､人は臥 100人を越えていた｡⑳

とあり､258には､脚 等豊で､29日には凸州金蛇でLHかれ､いずれも100名以上であった群がラ

かがわれるのである｡
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また､このような金を盛んに蛸くために会合の必要性も考えられたらしく､応捌 5灸に上れば､

会合を求めていた中が知られる｡⑳

以上､傍国会の半樫､ぷ1+､役Ll､入会者とその手披き､来合せ､や金面､斑■の■入､活動の舛

濃､金台の必要性11とを明らbJこした｡つぎに､保賃金の参加者の棚 構成などを明らかこして行重

たい｡

3､操国会の書血書

保信金の事加背については､すでに多少Alれたが､究qBの r戊肪改変RJには､

戊戊の3月康有為､孝盛付等は同に抹り､沫盃､丑校の金を北京に槻いた｡大いに胡上及び公雄軌

盲人を炎め､非の金を名づけて保南といった｡⑳

と見え､脚 ､孝朗 の計責により､胡士及び公雄､合わせて故盲人によって､保国会が的金さ

れている｡同様の空事は､r国印利 の rq保Eg金頚名配iLJ⑳やr畔雨海自捌 ､r戊成改発別

の r甘傍白金利 ⑳にも見える臥 ｢書保国会利 には事加掛i加 余人と(i,ている.

また､頂 鵬 国会功名RJ⑳によれば､価 名の姓名とJTYbqeされている｡

これらの事加者のRfB耕庇を見るならば､前述の r戊脚 配Jの四 にも明らかなように京官巾

革人が主であったと思われるが､いま名桝の判明している者で､他の学会にも垂加し､姿絵速l伽こも

凹係のあった主な者を袋示すれば､以下の如くである｡

金中の投制 氏 名 出 身 池 ℡t (又tlt^L=rt一tA事)

■ ■ 書 (事 iE #) 広 Jt ■史Jl 有 ZL エALt事

ni書.古 繋 卓 也 広 兼+ A

& 王 事 広 jlf ^

林 Jl屯 -*王 A 文 JJ 址と工扶 西 内AEI中書戸林立事

手 島 JZ 扶 育 エ+月井LF

NL一. iF ZE 脚 (事人)

架 泊 ■ 決 議 山肘 .柳 史

書 出 ■ Eg 川 Jlt王事

JI 光 荊 ーヨ 川 桝ヰ主す く元)

仕 官あ zZ: Jt エ*主事
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その派別を菰文JLJtの説に佐井して､⑳分類するIIらIL､糊 ､疋粥 は､変法制芸】派4)放免蔽､

変王執ま､変法右派の変壬帯系に､李亜群は､棚 と木耳を同じくする庇JW 裾に尽しており､こ

れから見る取り､保国会の拙JkB､指事者は､鼓汝連動としてIi､中伽 を含め､それより右上りの

人々であったqrが知られる｡

しかし､保国会には､これらの収 着や御 者の外に各地から凍った多くの革入違がおり､r蛾柄

海自各年甜Jにある保国会の妓りの訂辞の中にも､

抜上下は人で皆iIちていた｡tEく者で泣く者も有った｡･･････この時には公ヰは頚の如くであl)､

発見する省は､日に故十であり､座席はふさがり､応嬢するのに唱がfJく､E3夜の力を分与､f･

金に行ってgtじた｡有が架でも､或いは会うことができず､会っても答礼のために坊間できず､

怨む石も多くあった.㊨

と見えており､多款の事人の事加やさ加者の危肋 や意欲の控がうかがわれ､革人足の存在は伴

賃金の性格にも大畠IL彰書を与え､保国会をして雑書者や指導者の1向を&えた61島的な劫 となし

持たのだろう｡

また､これらの鵬 や指事者の官●を見ると､員外序 (正5品)l名､中史 (従5品) 1名､i=.

gF(正6品)5名､内閣中8F(従7品)2名､革人3名､不明2名である｡

以上の串から知れる所は､保国会は､中下層の官僚の拙頼､7隅 のもとに行なわれたものであり､

それを支えるものとして金同各地の多数の革人が存在したということである｡

ついで史料より､知り似る似りでの参加者の出身地を見て行くならば､眺西3Jl名､広東27名､析

肯6名､柑Ⅷ5名､安*4名､河南2名､耕繭1名､湖北 1名であり､鉄虎､広瀬､江東､薪江､Ll

乱 四川を中心にL78にわた,ていることが知られる｡⑳なおこの4.に暮i山瀬省出身の都 i見当ら11

いが､山3F省の■史をしている者が含まれている｡

これから見る取り､保日金の事加香の出身jeはほとんど全段の各省にわたっており､その東軍性が､

各地の出9'Bに上って知られていたということができよう｡ナfLわち､仔国会の設立はこのようfL大

きな他心のもとに行われたのであり､このことほとりもLLおきず､利率D分割の危枚の床刑さを俊 .･>

ていると云って良いであろう｡

以上､保国会事加Bの人政､#別､出身熊JL 出身地などを明らかにした｡

1,序Ei)会の巣止

以上々者して兼たように､任国金は､替学会の再生として､可成りの地恥二度的し､また夢人故の

人達によってにLlわれたが､やがてgI圧されて行くのである｡

その理由については､r鵬 には､

羊脚 は､発揚の戒めを受けて名を除き､金に卑しなかった｡すでに京帝では大いにやかまし

-259-



かった｡この金を鵬くのは､大逆不満を11すというのであった｡そこで孝盛坪は､上葵して金を

邦劾した｡訊l史､清澄欄､幼柾肇が之を継いだ｡光結滞は概して問わなかったが､謡好が起り､

全mlこひろかった｡⑳

とあり､李盛軌 土､栄禄の旺忠を受け､金をやめ､北京で保Eg会についてのは3iが盛んとなり､そ

れが大逆不iBであるということになると､李盛鍬 i上賓して保国会を計勤し､ついで御史漆ZF淵､炎

桂堂が､酔勤し､これらの卿勤に対して光紙料 i､戯初だまっていたようであるが､やがて､保国会

を中傷する意見が全部に広がったと述べられている｡

また､記保国会邸にはこの間のgff糾i更に柄しく述べられている｡すなわち､

弘前与と如史焚桂資が､保gt金､保漸会､保国会を劾したので孝盛付も自らに禍いを招くのを

怒れ､上従して保国会を常勤したのであった｡しかし光結締が取りあわfLかったので､また瀦度

潤が焼いてgI勤し､軍使大臣の神教も保国会歩加者を取り調べたが､光結滞は､｢今よく国を保

つこと机 大串でないことがあろうか､それなのに何故､保国会を取り調べるのか｣といい､嘩

国会部劾はついに中止になった｡しかし5月には礼邸尚骨の許応駿が保国会を帝勤し､校いて伽

史の文坪がまた､蛾有為を糾劾する長い上葵文を啓いたが､そこでは､いつわりがはtlしく､保

国会の主旨は､中国を保つにありて､大約を守っていないということであり､この上婆こそが､

後の戊成政変の大獄の屯本人となったというのである｡その後8月にな･>て戊成政変の後､上誌

の中にこの語が引用され､肺 為の非名となり､その他､根深秀､棚鋭､排他､利光節の保国会

か 堺 を村てitせられる醗因と11,たとあらiLいわれている｡㊨

以上要するに､保国会は光拙布の保護にもかかわらず季盛付､洪崩与､済世瀧､胡桂蜜､剛穀､.汁

応援などにより中国は保つが､大村は保有しないという理由で可動され､政変後､肋壊して行くので

あった｡

おわリに

以上の考察を要約すれば次の如くなる｡すなわち保国会は､ドイツの凍州椅占領後､外国の中国分

割の危機の増大の中で､戦学会の開成として成立したのであり､その意図は中国を外国の分割の危機

から救い､自らの国土を保全するという申EEt人のやむにやまれない気持ちからでているといえよう｡

こうして汲正した保座金は､捨金､分会､役良などの鵜舟を持ち､また保棚､保教､探聞のすぐれ

て､政治的､民族的な費樫や市棚"fl入会､来会の規定を持ち､究金面では金光と寄附により避雷し..

図甘購入をはかり､会合を求め､硫鐘的な活動を行なったのであり､中国を外国の分割の危機から救

おうとした梯子が､よくうかがわれるのである｡

保国会の租横着､指中老は､中下投の官故が中心であり､その多くは､変法中間派とそれより､右

よりの省から捕成されていたが､これに多くの全国各地の革入居が参加して､郡鐘的な活動をし､そ

の参加者故も救百人或いは200余人といわれ､出身地域もほとんど中国金省に分布していることが知
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られる｡

しかし､休国会は､李盛伸､眺弟与､満&淵､出桂堂､納故､許応塀などの弾劾により､政変後剛

域したが､すでに述べたように､その澄薮は大きく､その後の学会､狂法運動に大きな役31を児した

と考えられる｡

JL後にそれを示す一例として平串Bの r戊成改まだJの一哉を引用する｡すfLわち､

而して各省の志士は粉々として鵬 して保薪､保iK金等を有した｡これより見気は益 大々いに鞘fj､

士心もまたぷ励を加えられ､抑過することはでさない｡⑳

とあり､すでに述べたように､保国会純金a)恵斑が､天下の人 を々して国恥を･W させることにあっ

たので､多くの人々の心をとらえ､保国会開会枚､各省の志士が捷々と起り､保淑金､鐸ま金などの

学会をyl持し､これより且気が大いにpか)､人々の心も勤まされ､文法はおさえるペからざるわいと

ILったことが知られる｡

第四節 ま と め

罪四牽苅一節では､lS堺的激治的叔鞍の鞍椴を行い､苅二聯罪一項でIi,時市的政治的な学会であ

る北京強学会を取り上げた｡北京態学会では､光括22年 (1896*)北京に役立されたもので､上海逝

学会をはじめとするその後の防学会の先駆をflすものであり､変法を忠図し､敬治的･啓だ約 ･学問

的性格を包含し､機能も､その後の学会の原型をなすと考えられる｡北京戦学会の参加者は､6品J;I.

下の中下扱官aLが多く､汲別としては､右派､中間派であり､出身地は､江蔽､漸江､江西にかたよ

りが見られた｡11も､北京戦学会は､禁止され､官甘局とfLり､やがて讃辞大字宝に併合された｡

苅二項では､上海戦学金を取り上げた｡上海戟学会は､変汝自我を忠回し､光搬22年 (L8%年)⊥

掛こ設立されたもので､志士の塊申､人材の養成､器物の収娘を津野祝し､欧･日の図哲の軒訳､印

判､斬ud発行､図甘蛇､付物蛇の踊役に頚点を泣いた｡拳加者は､6品以下の下扱官鮫により担われ､

兼別として石帝､中間派､左務から粁成されており､出身地域は､漸江､広架､江西､広酉､7m に

かた上りが見られた｡また､上海戟学会は中圧され､rT寺棚 Jとなった｡

苅三項では r聾学報Jを取り上げた｡

rm Jは､上海触学会の軌対話として､変法を意図して上海地場蛸簡首王家沙 1号にt896年 l

月12日 (光帖21年 Ⅰ月28日)に郊 1号が発行されたのであった｡

3号まで発行されたようであるが､現在するのは2号であり､叔鞍としては､主筆､畷房､書写､

甘訳が正かれた｡

内容としては ｢本応告白⊥ ｢上始｣､｢論説｣､｢学会文件｣などが見られた｡本小論では､特に葺滋

のうち ｢叩役僧JC強｣と ｢変法当知本再説｣を取り上げた｡

前者は､全段に稚拙を作り､民徴を開き､姿絵を行い､中国を近代的な国家にしようとするもので
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あった｡後者は､科挙を改革し､姿絵を行い､大熊を合して新しい国を作ることをすすめるものであ

た｡

歩加石は､40名以上おり､併有も､帝哲也を中心として6品以下の変法各派によって捕成されてL

た｡ttI身地としては厳正､広西､淋杜にかた上りが見られた｡

その玉条としてIi変法の鼓吹により近代的国賓を作ろうとした所にあったと考えられる｡しかし

海強学会のgI圧に上って 剛 は､剛 に嫌8tして行くこととllった｡

苅田項では､帝学会を取り上げた｡ます柵 省と糊 について考方したが､変納 期にIi､

雨省に乗法兼の官肘 多く榊 された｡絹学会は光祐23年 (18g7年)耕繭省に役立されたもので､

金と学会を一つにした半官半民の紬 であり､頼学会役立以後､耕繭にできた学会､草宝は､その

金となり､絹学会は､村雨省表法劫 の中心的卿 を果した｡耕硝省は､長も学会の故が多く､】

と上iCで設立された学会が､はじめて土廿化して支社の実をあ11た管であった｡甫学会の事加iiは

ほとんどが6品以下の中下故の官舵と榊 であり､その鼓は､千政首といわれ､その胎書錐分は､

別としては､変法rP悶派と左軌こかたよりが見られ耕耐出身省が多かった｡

那五胡では､r特蔑稚Jを放り上げた｡特別 は､光挿22年 (1緋 年)､上海で､正雄年､粟啓E(

炎丑兼などにより発行が開始されたものであった｡特例 は､役月や配布所の軌良があり､鞍金面

は､上海-*学会の妓金､寄附金､≠扱代でまかなわれた｡

その内谷は､始改､6-脚､各段の新洲の制駅､学会､革袋等の招介が'載せられ､変法が戯吹された

軌gE-22は､果す出､江成年､変孟撃帝が多く甘さ､事加者は､広東､漸江､江一別こかたよりが免

れ､rlコ下収の官瓜が多く､糊 l付 は各務が歩加している｡光総24年 (18躯年)r噂楓 は､rB

と名荊増 えられ､別の性抱のものとなった｡rT寺古拙 の軸 は乗法の政吹にあった｡

芥六顎では､r湘判 について取り上げた｡縦軸は､光捕2JL年 ([898年)､r湘学弱り についで洞

金の枚雌 として､蒙法を鞍吹するために榊 省に牡正されたものであ･'た｡鰍 井任せとILり

井 顎同､唐才耳に上って､払韓､き宮された｡そa)gLTは､書買R､放生確､唐才音､焚+､再 発

が中心であり､湖南省の変態と坂本重殺化に上り､R'G､さらには中国を富強な独立国にするZi

見られ､公脚 の転屯､学会､草堂､公司等も見られた｡辛加者は､変法左韓であった｡r湘判

丑虫は､生地妊吹により､耕繭省ならびに申悟の近代化に一定の醐 i･果したことであろう｡

苅七切として 闇 U を甘り上ttた●

まず､ rEm lU は､1897年 (光結23年)イギIJスのタイムスにGlせ､上下の佃と中外の包交を

ずるために､天雄に帥 ほれた｡その軌Rと梗能については､ ｢民叩髄 車扱Jによって知られる

それに上れば､まず､日gの 博 聞判 と旬月の r倶AJl楓 があり､上諸､I)イター8､本拡主

の地衣､天淋 析打などが取り入れられていた｡

r国AB剛 の内零としては､日本に rW 削 がないので､r同湖判 のi詮をまとめた r回m

JtqJに上.,て汝討した｡ます､国内問jalとして､｢ZilP回之粗力K心力｣､ ｢謡氾上粥女学望｣
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｢姶保国会｣を々煮し､各々が立件的に中色を良くしていかなければならないと恩えていることが明

らかになった｡国脚 係では､ ｢商学適門径功用汝｣をJFり上fl､ハックスJJ-やベーコン､欧米の

自然科学､社会科学についてAiれた｡叔後に訳領についても首及してた｡

r鼠BB稚Jの拳加背は､天雄を中心とする学生の挽井､学生などが王であり､出身地としては､淋

江､和独にかた上りが見られた｡r琶BEl判 の丑幾としては､国内の上下の肺を感 じ､内外の国交を

aじて､各人が立件的 ･合理的に中賃を亡びから救い､立書君主制を行うことが喝かれ､当時の中国

人に大きIL吋 的11枚81を果したと思われる｡

苅八項として湖梢3更地を澱り上げた｡

河南冴吏蛇は､官吏の実学的rlやF'榊 をたかめ､ひいては､挿管や民智をたかめるために､1898

年 (光沌2JL年)2月､湖南省の肘AEの中央に設立されたものであった｡

その横取 土､丑提により､知ることができる｡投凸としては､捜理､閉治定蛇長等が監かれた｡ま

た､地中の仕邸としては､学校､丘工､=臥 刑名､如描､交渉の6朝一LJが取り上げられていた｡.班

吏蛇には､図書蛇が掛 )られ､官tの上下を問わず､平野に呪文に映されていた｡学習時間は､年L,･7

9時から12時までであった｡問治隻館長や捻理は､学習者と面接し､蛇長は､学習者のE問に答え､

それを点んで刊行し､脚 は､学習者に主文fFrTE)1をした｡

榊 の控矧ま､瓜初､18兼の評吏蛇の援丑が当てられた｡化炭にも拾料が支払われた｡学習掛 こ

は､成掛 こ応じて､焚金が支給された｡脚 Pの盟用は､旺粥が拷班と相放して射りした｡なお､BFlJF

に当ってIi､8附 のために叙1.㈱ 両が用意された｡

幸加者は､焚法派の蘇別から首えは､変法中間派から右ということになるだろう｡出身地軌 ま､比

津､江西であり､その他の学豊､棚 ､学会とも絹地的床が見られる｡官書は､地方の上層官蚊に切

りが見られる｡その他､候補官の役月や学習者連がいた｡

朔絹3吏蛤の毛並は､変抜放転とせ鼓を背負とした､実学の研蛙に上る官吏の絹我執 こあり､乗法

鰍 が収づいた湖南省独自の故朗であった｡紫啓掛 土､これを此臓 にfLぞらえている｡

苅三好では採国会を取り上げた｡保国会はドイツのJF州稚占併後､中国分割の危枚の中で､自らの

宮上を保全するために､我学会の再蚊として､光紙24年 (1898年)､北京に砿立 したものであった｡

保留会は､粗金､分会､役月のJn牡を持ち､保初､保裁､任国のナぐれて政治的･民族的な茸栓を持っ

ていた｡その事加･Gは､中TAの官瓜､革人書であり､耗別としては､中間弗と右派とでtf成されて

おり､出身桝 t.全Eg各省に分布していた｡三石古書氏は鳩 金を中鼠鼓初の地主の圧力何件改文と

考えておられる｡
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